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博士学位論文要約 
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保段階に至ると、社参という「国家行事」を遂行するうえでも、地域社会・民衆の協力
が不可欠だったのである。 
 仁政イデオロギーに基づく治者―被治者関係の再構築にしても、同様である。治者の
側がいくら自らを「明君」だと措定し、仁慈性や慧眼ぶりを盛んにアピールしたところ
で、それが定着するか否かは、ひとえに民衆が受容するかどうかにかかっている。たと
え将軍権威の本質は変わらずとも、その内実もしくは発露のされかたは治者―被治者の
せめぎあいのなかで次第に変質していったのであり、権威を再構築し治者―被治者の紐
帯を結び直すためには、民衆の受け止め方に最大限の配慮を示さざるを得なかったので
ある。 
 
③天保社参で象徴的に表現された理念的な「治者・被治者関係」は、その後も（明治新
政府へと支配が交代した後でさえも）継続している。 
  幕府が天保社参を通じて示した政治姿勢は、その後の文久上洛時、ひいては明治天皇
東幸の際にも援用されている。幕末維新期、さらには幕府から明治新政府に支配が交代
した後でさえも、治者―被治者関係の本来あるべき姿として観念され、治者を一定度掣
肘する役割を果たしたのである。 
 しかし、幕府の政治姿勢と明治新政府のそれとは同一ではなく、背景にあった政治文
化は本質的に異なっていた。にもかかわらず、天保社参・文久上洛と明治天皇東幸とで
は、民衆へ向き合う際の手法が類似している。要するに、近世を通じて培われた治者―
被治者の関係意識に、明治新政府もとりあえずは依拠せざるを得なかったのである。民
衆が「かくあるべし」と観念する治者の理想像はきわめて強固だったのであり、幕府と
の違いを強調したい新政府といえども、そうたやすく「幕府とは違う治者像」を打ち出
すことはできなかった。そして、「治者を治者として受容する被治者がいてこそ、支配
は成り立ちうる」という構造は、明治維新を経ても急激には転換しなかったのである。 
